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２０２１年１０月８日 

 

自然関連リスクの開示を推進する「自然関連財務情報開示タスクフォース」 

（ＴＮＦＤ）への参画について 
 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループ ホールディングス株式会社（取締役社長 グループＣＥＯ： 

原 典之）は、自然関連財務情報開示タスクフォース（ＴＮＦＤ（Taskforce on Nature-related Financial 

Disclosures）※１）の活動に参画します。当社はＴＮＦＤフォーラム※2 に企業として参画するとともに、

当社サステナビリティ推進室の原口 真がタスクフォースメンバー※3として携わります。 

ＴＮＦＤは、企業等が自然に関連したリスク情報開示を行い、自然に良い影響（ネイチャーポジティブ）

をもたらすよう資金の流れが転換されることを目指しています。 

当社は優先的に取り組む課題の一つとして「自然資本の持続可能性向上に取り組む」を掲げており、 

ＴＮＦＤでの積極的な活動を通じて自然資本の持続可能性向上を図り、レジリエントでサステナブルな 

社会の実現に貢献していきます。 

 

※１ ＴＮＦＤは、多くの企業等が自然に関連したリスク情報開示を行い、そのビジネスへの影響が可視化さ

れることで、自然に負の影響を与える資金の流れを転換させ、自然に良い影響（ネイチャー・ポジティブ）

をもたらすよう、同リスクの情報開示を行うための枠組み（フレームワーク）の開発、提供を目指す国

際的な組織です。２０１９年１月の世界経済フォーラム年次総会（ダボス会議）で発案され、２０２１年

６月に発足しました。 

＜概要＞ 

名称 Taskforce on Nature-related Financial Disclosures（TNFD） 

発起人 
国連環境計画金融イニシアチブ（UNEP FI）、国連開発計画（UNDP） 

Global Canopy、世界自然保護基金（WWF） 

Ｗｅｂサイト https://tnfd.global/ 

＜今後のスケジュール＞  

2021年 10月 自然関連リスクの情報開示フレームワーク開発のための作業部会開始 

2023年 後半 同フレームワークを提供予定 

※２ ＴＮＦＤフォーラムは、本フレームワークの開発作業を支援するための、自然や金融等に関する専門性

を有する企業や団体からなる組織です。 

※３ タスクフォースメンバーは、本フレームワークの開発作業を推進するために、世界１４か国の金融機関、

企業等から選出されています。（１０月７日現在３３名。原口 真は日本から唯一の選出となっています。） 

 

【ご参考：当社の自然資本の持続可能性向上取組】 

https://www.ms-ad-hd.com/ja/csr/community/creature.html 

以 上 

 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループ ホールディングス株式会社について 
ＭＳ＆ＡＤホールディングスは、三井住友海上火災保険株式会社、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社などのグループ

保険会社を有する保険持株会社です。グローバル市場での業界トップ水準の保険・金融サービス事業を通じて、安心と安全

を提供し、「活力ある社会の発展と地球の健やかな未来」を実現する価値創造企業として、世界 50の国・地域で事業展開し

ています。未来のあるべき姿を目指し、ステークホルダーの皆さまと、社会的な価値の共創に取り組んでいます。 

当社グループのミッションである「活力ある社会の発展と地球の健やかな未来」を目指し、2015年より国連で採択された持

続可能な開発目標（SDGｓ）への取り組みを強化しています。特に、気候変動や生物多様性については、グループ内のあらゆ

るリソースを活用し、最も困難な課題に対する世界的な解決に注力しています。 
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